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オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/自然保護部/ひまわり/事務局の該当に○) 1/2 

山 域 

山 名 
浄土山(鹿島)  

実施日 2016/4/15 (金) 責 任 者 ( C L ) 兵庫芳隆 

天 候 晴れ 計画者(報告者) 兵庫芳隆 

行     

程 

(往) 9:25 10:20 10:50        11:05 

西諌早駅8:00－駅裏8:10－9:20土穴9:30～10:30十三佛－11:00登山口～11:20浄土山～巨石群～石彫り～   

11:35 12:00 12:55 13:30 

11:50鞍部(昼食)12:10～12:30浄土山～12:50登山口－13:00岩屋観音分岐～13:50岩屋観音 

                 ｜ 12:10 12:50 13:20 13:40 途中脱輪事故 

 （健脚組）鞍部発11:50 ～12:30岩稜頂部～12:50岩稜南端～13:30鞍部～13:50登山口－14:00岩屋観音 

                                                 

(復)      16:30 ～ 17:50消防小屋18:15 ～ 19:30西諌早      黒字は計画  赤字は実績 

 岩屋観音14:00 － 平谷温泉 － 16:20西諌早                        －（車）、 ～（歩行） 
 

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 兵庫芳隆 １ ＰＬ 西諌早 11 小山凖之介当日キャン １ ＳＬ 駅裏 

2 福岡正廣 ２ ＰＬ 西諌早 12 工藤学 ２  西諌早 

3 川原慶紀 ２ 救助 西諌早 13 坂本三枝子 １  駅裏 

4 松岡正樹 ２ 装備 西諌早 14 中里利行 前日キャン ２  駅裏 

5 山下ちず子 ２ ＳＬ 西諌早 15 田村満子 １  西諌早 

6 田中静香 ２ 会計 西諌早 16     

7 林孝子 １ 会計 駅裏 17     

8 山下文代 ２  駅裏 18 山口氏（佐賀労山） ２ 土穴集合 

9 佐原満子 １  駅裏 19     

10 山口イツ子前日キャン ２ 会計 西諌早 20     

携 

帯 
品 

地  図 1/2.5 万   古枝 団体装備 ロープ、救急薬、ＧＰＳ 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,C による 
弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険
証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

参 加 費 \3000   (       -    -    ) 

温  泉 平谷温泉（入浴料 \600 消費税？） 

運 転 手 ＤＳＣ山田さん (090-7155-8646) 

留守本部 鎗水律夫 (0957-26-2720)  

経 

費 

明 

細 

収入 
参加費     3000×11＝33000 
キャンセル 3000×１＝ 3000 
キャンセル 1500×２＝ 3000 

 合 計              39000 
 
支出 
 マイクロバス   23000 
 運転代         10000 
 運転手志        2000 

 燃料費          4000 ？ 
  合  計        39000 ？   

登山概要(概念図などは別紙とする) 
・ゆっくり班・健脚班ともにほぼ予定どおり進行した。 
・岩屋観音まで 0.4km 地点でマイクロバス左車輪脱輪、谷側
に傾く。幸いにも健脚組全員無傷で脱出できた。 

・復旧の目途がたたないので全員消防小屋まで歩く。 
・途中川原さんに連絡が付き、消防小屋まで来てもらい、急
ぎの女性３人を送ってもらう。 

・ ・また川原さんが黒木に来ている岩田さんに連絡し、残り女
性   性４人を送ってもらう。しかし直後に代車が来たので平谷
温  温泉で乗りかえて全員帰着。 

問題点･反省点 
・偵察時一抹の懸念はあったが、プロならＯＫだろうと思い
決行したが判断が甘かった。前日の雨の影響もあろう。 

・時間的余裕があり運転手の下見も可能であったので、その

指示をしておけばよかった。（十三佛の方はしていた） 差額： 

＊計画者は事務局長､責任者､留守本部者に計画書を事前に提出の事。また参加者にも極力事前に渡して置く事。 

＊会計は氏名欄にチェックを付けて出欠と入金を確認し､極力経費明細を帰着するまでに記入し計画者に渡す。 

＊計画者は実績行程＆太枠内を追記し､報告書として事務局長と責任者に提出する(PC での報告が望ましい)。 

様式 A 


